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１ はじめに 
 2013 年 4 月に開館した武雄市図書館は、蔦屋書店とカフェのスターバックスコーヒーを
併設するという目新しさ、来館者数の多さで注目されたが、指定管理者制度(1)を導入した公
立図書館の事例として、問題点も指摘されている。(2) 
 公共図書館（public library）は、広義には「広くさまざまな分野にわたって図書館資
料を収集し、公開して広く一般公衆の利用に供する図書館をいう」が、近代以降の狭義の
公共図書館は「無料・公開で、主として公費によって支えられ、法律によって設置され運
営される」原則による、公立図書館を指す。(3)日本では、昭和 25 年（1950）公布の図書館
法から公共図書館の利用に無料の原則が適用されるため、それ以前を対象にした公共図書
館史には、公立、あるいは公開という緩い意味での公共図書館や(4)、私立図書館を公共図書
館とする語法がある。 
 本論は「公共図書館の担い手の有り様と地域の関わり」と、「公共図書館の運営主体に影
響を及ぼす要因」に着目し、千葉県という特定の地域で私立や公立の図書館の変遷につい
て考察する。 
 本論の構成は以下の通りである。まず第２節で明治前期（明治元年〜25 年）次に第３節
で明治後期（明治 26 年〜45 年）の千葉県内の図書館類似施設について概観し、第４節で図
書館の変遷とその地域性について考察する。 
 先行研究として、「公立図書館」は「公共図書館」理念の実現のための経営形態の一つと
し、国家内の支配−被支配関係に左右されない普遍的な「知の公共領域」を創出する図書館
像を描く柳与志夫・小泉徹（柳・小泉 1987）や、1970 年代の公共図書館についての言説
と現代のそれを比較対照し、「公共性」が現在の公共図書館論に欠けている社会的意義を考
えるためのキーワードになりうるとする白石英理子（白石 2015）が挙げられる。また、
大場博幸（大場 2012）は、図書館を公的に供給する根拠を規範的に考えると、読書やサ
ービスによってもたらされるはずの正の外部性にすべてを負うとし、実態からのアプロー
チ、代表的には公共図書館の成立過程を調べる歴史的な説明方法には、図書館を公的供給
する究極的な根拠を「政治過程の結果である」とすることが示唆されているとする。 
 上記先行研究から、公共図書館の担い手を論ずる際の「公共性」の在り方や、「政治過程
の結果」に帰結しない図書館の公的供給の根拠を歴史的に探ることにより、特定地域にお
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ける公共図書館の変遷を検討することの意義もあると考える。 
 
２ 明治前期（明治元年〜２５年） 
 明治５年、欧米視察の影響を受けた政府は、新聞や雑誌を自由に閲覧させる官立新聞縦
覧所を設置し、その普及を始める。当時、新聞そのものが民衆に知られていない上に、新
聞縦覧所にある「大新聞」(5)は、内容も難しく、読み聞かせや、茶たばこ盆の接待までして
も利用が進まなかった。明治 7 年(1874)の民選議員設立建白書への関心の高まり、自由民
権運動の台頭により新聞の大部分が民権派になると、政府は新聞縦覧所の開設を中止した。
一方、各地に民権派有志による新聞縦覧所が生まれ、盛況となるが、(6)明治８年に発布され
た新聞紙条例により反政府的論調の新聞が取締まられると、自由民権運動結社の新聞縦覧
所は衰退していく。(7)永末十四雄（永末 1984）(8)は、新聞縦覧所の時代的役割について以
下の様に述べている。 
 
「民選議員設立建白書」が発表されたのを契機として自由民権運動が台頭し、下達的
な機能をおびていた新聞は政論の舞台に変化した。政府は新聞を保護育成からきびし
い検閲に転じ、明治八（一八七五）年六月には「新聞紙条例」および「讒謗律」を布
告して著名な弾圧を行ない、新聞の効用を楽天的に肯定した時期はおわりを告げたの
である。このため公設の新聞縦覧所はより高次の社会施設へ発展する契機を胚胎しな
いままその時代的役割りを終えてしまった。 
 
 ここでの新聞縦覧所は官製を想定し、民間の担い手についてではないが、新聞縦覧所に社
会教育施設として図書館の萌芽をみようとしている。 
 千葉県では、新聞は個人で購読するには高価だったため、教員のために各小学校での新
聞購読が義務付けられ、予算の少ない学校は他校と共同購読をしていた。(9)また、複数の村
の共同設置の事例としては、森田保（森田,1992）の以下の記述がある。 
 
「前年の七六年一〇月、長柄郡高根本郷の高山議一郎は村内有力者から資金をあ
つめて新聞縦覧所を設置、現長生郡に属する上総国上埴生郡豊原村（現長南町）、
芝原村（同）、長楽寺村（現睦沢町）、森村（現長南町）の有志が共同して、八〇
年七月芝原村に新聞縦覧所を設け、大小新聞(10)、雑誌十五種を用意し、ゆくゆく
は日用書籍を備える計画だった。」(11) 
 
 芝原村、長楽寺村、森村の３か村は、『角川日本地名大辞典』(12)によれば、文化３年(1806)
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年入会権をめぐる争論があったという。入会は「一定地域の住民が一定の山林・原野・水
面などを共同利用すること」(13)である。争論から 70 年を経て、新聞・雑誌、書籍もまた、
３か村の共同利用の対象と考えられている点が注目される。 
 明治 14（1881）年に創刊された『総房共立新聞』は民権派の桜井静によるもので、当時
十余りの結社が組織され、県下各地で政談、学術演説会がもたれている。(14) 
 千葉県内の書籍館(15)では、明治 15 年（1882）村内有志の募金により設けられた香取郡古
城村（現旭市）沖小学校内の興揚社がある。(16)この、1895 年には 83 名の社員、蔵書 544
冊を有した興揚社(17)のその後について、古城村には、昭和 18 年に古城村立図書館が創設さ
れたとの記載が『角川日本地名大辞典』(18)にあるが、昭和 18 年 1 月刊行の古城村誌（前編）
(19)に図書館の記載はなく、沖小学校の項にも興揚社の名は見えない。図書館設立が同年の
2 月以降だったとも考えられるが、昭和 18 年が太平洋戦争の最終段階として時局対策上図
書館の設置が促され、1年で 19 館が設置認可された年である(20)ことを考えると、以下の県
学務部長名文書にあるように簡易なものとして設置され、終戦とともに廃止された可能性
もある。 
 
 「市町村図書館時局対策ニ関する件」(21) 
「時局下国民総力ノ全面的増強ヲ図リ、思想国防体制ノ確立ヲ期スルハ極メテ緊
要事ニ有之（中略）図書館機能ノ拡充発揮ニ俟ツトコロ甚ダ大」 
とし、設置場所及建築物は 
「町村内、学校、寺院、各種集会所、道場その他適当ナル既存ノ場所ヲ選ビ、特
ニ対策ヲナサザルモ、極メテ簡易ナル修繕又ハ工夫ニ依リ、既存ノ建物ノ利用ヲ
図ルコト」 
 
 このほか、香取郡萬力村（現旭市）の蛍雪社、根本（現君津市）小学校の共立根本書籍
館、貞本校（現君津市）の同愛共愛文庫、共同書籍館（香取武田村八カ村連合）、共立温石
書籍館（朝夷郡御原小学校）、などが図書の閲覧や貸出を行っていた。(22) 
 明治 25 年（1892）には千葉県教育会の事業の一つとして、千葉県教育会会員が有料で利
用できる附属書籍館（現県立図書館の前身）が発足する。 
 遡れば江戸時代後期、藩校の文庫である佐倉藩校成徳書院では、藩士の子弟にも夜間開
館や館外貸出を行っており、これは公開型の図書館として今日の「図書館」に近い性格の
ものとされる。(23) 
 明治 25 年までを概観すると、「図書館」の萌芽は、まず、江戸時代においては藩校、明
治前期は教員による校内での新聞、書籍の共同利用に見られた。教育機関以外では、入会
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権関係にある複数の村落が、書籍の利用も視野に入れた新聞縦覧所を共同で設置している。
官立、民間の新聞縦覧所により、メディアとしての新聞の意義が人々に知られるようにな
り、自由民権運動の結社は会員制図書館の活動を行っていたが、施設としてのその後の図
書館へのつながりは確認できなかった。 
 
３ 明治後期（明治２６年〜４５年） 
 次に明治後期について見ると、明治 30 年（1897）、帝国図書館（現国立国会図書館）が
発足する。当時の様子は、例えば雑誌『風俗画報』には入場券売場、男子学生で一杯の閲
覧室、女性の利用するやや小さめの婦人席の図として、また、『東京パック』には帝国図書
館を見に来たお上りさんの風刺画として描かれており、まだ図書館という施設が珍しかっ
たことが見て取れる(24) 
 千葉県では、明治 26 年の宝米同志会附属文庫（香取郡日吉村）を皮切りに、明治 30 年
から 45 年にかけ、大多喜町立大多喜図書館天賞文庫（大多喜町）、成田図書館（成田市）、
香取郡常盤村（現多古町）の杜城図書館、香取郡久賀村（現多古町）の米本図書館など、
県内各地で先覚者が私財を投じて私立の公共図書館を設立している。(25)(26) 
 宝米同志会附属文庫は、創立者鈴木伊平が日露戦争の戦後恩賜金の一部で図書を購入し、
その従軍時の上長である海軍中将も書籍の寄贈を行っている。他にも、日露戦争を契機に
生まれた文庫のあったことが推定されている。(27) 
 大多喜町立大多喜天賞文庫は、大多喜町立で私立図書館ではないが、同町出身の貴金属
商天賞堂店主江沢金五郎の寄付を契機に設立された。金五郎は明治 10 年、西南の役の後、
文物制度の激変に鑑み都内に出店を決め、郵便での通信販売を行うなど商才に長けていた。
明治 21 年には生活の変化から需要があった時計を扱い、粗製濫造の同業者の多い中、正価
販売で顧客の信用を得ていく。図書館は設立当初、赤煉瓦の 2 階建ての斬新な建物で、金
五郎の人徳により寄贈資料も多く集まったうえ、毎年天賞堂から百円の図書購入費が寄付
され町の予算とともに新刊が充実、順調に発展していった。(28) 
 成田図書館（現在の名称は成田山仏教図書館）は、明治 34 年（1901）、当時 25 歳の成田
山貫主石川照勤僧正が、「欧米留学中、諸外国いたるところの都市に図書館があり、それが
市民の文化向上に多大なる貢献をしている」ことから、自身の蔵書を基に、成田山の浄財
を社会に還元するために設立した。運営については、以下の「図書館報告第一」の巻頭、
石川照勤による「報告発刊に就て」に詳しい。 
   
（前略）特に本館は地方教育の普及を計り一般知識道徳の進歩発達を期せんがた
めに、当初より閲覧料を徴せず、繁雑なる規則を設けず、各種階級の人の需要に
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応じて無制限に且殆ど無規則に其希望を満足せしめんと企画したり（中略）由来
我成田の土地は書を読む人の極めて少なき処なり（中略）予が率先図書館を創立
して此地に置き内外古今の図書を蒐集して無料閲覧の企図をさせるの微意、（中
略）予は各位の一人も多く来りて本館の図書を閲覧し、一人も多く世の文明に遅
れざる者の生じて、我成田の前途将来に大光明を放ち大希望ある土地たらしめん
ことを切に望むものなり(29)（後略） 
 
 この公開・無料を宗とした成田図書館の姿勢は、明治 32 年（1899）公布の図書館令第７
条「公立図書館二於テハ図書閲覧料を徴収スルコトヲ得」に基づきほとんどの図書館が入
館料や貸出しに料金を徴収していた時代のものとして、特筆される。(30)その後の館の影響
力は、『成田図書館八十年誌』巻末「成田図書館年表」に明らかで、大正、昭和前期にかけ、
帝国図書館（現国立国会図書館）始め、日本図書館協会、東京帝国大学図書館、大橋図書館、
日比谷図書館など様々な関係者の頻繁な来館や、県内図書館との連携事業が記されている。 
 なお、同館は昭和 59 年（1984）成田市立図書館の設置を機に、公共図書館から専門図書
館としての成田山仏教図書館になり現在に至るが、千葉県公共図書館協会(31)に加盟する唯
一の私立図書館である。 
 明治後期を概観すると、帝国図書館の発足以降、県内では起業家や篤志家による図書館
設立が相次いだ。地域としては、宝米同志会附属文庫、杜城図書館、米本図書館のいずれ
も、古くから丸木船の残骸や古墳時代の遺跡の残る栗山川流域（山武、香取、匝瑳の３郡）
の沃土にあったことが、河川と文化の関連として指摘されている。(32)一方、寺院の運営す
る成田図書館は、地域の人々のための無料の図書館として、創始者の外遊による知見を活
かして設立された。個人の蔵書及び、企業の寄付、日露戦争の戦後恩賜金等、一時的な財
源により事業として図書館が設立されている点が、明治前期の学校、結社の新聞縦覧所や、
村落の共同書籍館との違いとして指摘できる。 
 
４ 図書館の変遷とその地域性について 
 ある地域を図書館類似施設の変遷で捉えると、どのようなことが言えるだろうか。 
 多古町を例にとって考えてみたい。多古町は人口約１万４千人、世帯の４分の１強が農
家で、良質な「多古米」の産地として知られる。近世には陣屋のあった交通の要諦であっ
た。 
 図書館については、前述の古城村同様、昭和 18 年、多古町図書館を多古町第一国民学校
内に設置しているが、戦後は公民館図書室のみの図書館未設置の自治体だった。ここに、
平成 28 年、多古町立図書館が旧幼稚園校舎を活用して誕生した。平成 26 年 4 月に 2 市 13
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町１村を数えた千葉県内の図書館未設置自治体が 2市 12 町１村に減少したのは、平成６年
の横芝光町立、平成 15 年の酒々井町立以降途絶えていた直営の町立図書館として画期的な
ことである。多古町の図書館設置には、東日本大震災で公民館図書室が被災し、仮設図書
室状態だったことが図書館設置を促したという事情もある(33)が、その背景には、肥沃な土
地に恵まれ、交通の要所として人々が住み続けており、明治に私立図書館を生んだ地域性
が戦後、現在まで続いているとも考えられる。 
 また、明治前期に校内書籍館や新聞縦覧所、新聞購読会のあった地域のうち、富津市、
長南町、睦沢町、白子町は、現在の図書館未設置自治体である。仮に、明治の文明開化や
自由民権運動を進取の気性をもって摂取し、新聞や書籍を共同利用する地域性の現れとし
てこれらの図書館類似施設が今日の「図書館」機能を担い、現在までその地域性が存続し
たとすると、その地域が図書館未設置であることは不自然であるように思われる。 
 理由としては、書籍館や新聞縦覧所は「図書館」機能に接続していく性格のものではな
く、のちに図書館設置に至った君津市、横芝光町、山武町（現山武市）の方に地域固有の
事情があったかもしれない。この点について、本論では書籍館や新聞縦覧所の利用状況、
地域の産業や人口構造まで、踏み込めなかった。今後の課題としたい。 
 
５ 終わりに 
 公共図書館は新鮮な資料がなければ利用されず、運営にあたり資料の購入費用と管理す
る人手を恒常的に要し、さらに保管場所が増加していく機関である。入会のような既に存
在する林野の共同利用と図書館資料の共同利用はこの点で異なり、設置後の財政基盤の有
無が、図書館存続に決定的な影響を与える。その地域に図書館を担うだけの財政基盤がな
いところでは、住民も町に遠慮をして図書館が欲しいと言わなくなると聞く。(34) 
 公立に先んじて、篤志家や寄付により私立図書館ができても、その運営を地域として支
えられなければ公共図書館として存続しない。しかし、震災等の外的要因で状況が転換し、
図書館設置に至ることも多古町の例で知れた。千葉県内の図書館の変遷を辿ることは、地
域の事情や社会状況に思いをいたし、公共図書館の担い手や在り方についての示唆が得ら
れるという意味で、地域に即した図書館運営の参考になると考えられる。 
 
 
注 
 
(1) 指定管理者制度とは、平成 15 年 9 月の地方自治法改正により、公の施設の目的を効果的に達
成するため必要があると認めるときは、条例の定めるところにより、法人その他の団体を指定
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して、その施設の管理を代行して行わせることができるという制度。(地方自治法第 244 条、第
244 条の 2参照) 法人その他の団体とは、株式会社などの民間営利事業者や NPO 法人、その他の
団体などで、指定を受ける者に制限はない。  
(2) 山本昭和,2015「武雄市モデルの問題点について」『談論風発』9(4)：1−5 
(3) 図書館問題研究会図書館用語委員会,1982『図書館用語辞典』角川書店 
(4) 森耕一,1976『公共図書館』（日本図書館学講座 ４ 雄山閣出版 1976）p．67 
(5) 「大新聞」は論説欄を持ち、漢学的素養のある「上等社会」の読む新聞、「小新聞」は振り仮
名付きで廉価、「下等社会」の新聞というのが当時の定説だった。山本武利,1981『近代日本の
新聞読者層』法政大学出版局 p.64 
(6) 前掲）5 p.63 
(7) 奥泉和久,1989「明治１０年代前半における新聞縦覧所の設立について」『図書館史研究』
６,p.3 
(8) 永末十四雄,1984『日本公共図書館の形成』（日本図書館協会 1984）p.33 
(9) 日本図書館協会編,1992『近代日本図書館の歩み 地方編−日本図書館協会創立百年記念』p．
196 
(10) 前掲）５ 
(11) 前掲）9 p.197 
(12) 『角川日本地名大辞典 １２ 千葉県』（角川書店 1991）p.434 
(13)『角川日本史辞典 第二版』（角川書店 1987）p.82 
(14) 小松七郎,1977『千葉県民主運動史（戦前編）』（千葉県自治体問題研究所 1977）p．12 
(15) 図書館の古い呼び名。明治5年、文部省が民衆に対する図書館を東京湯島の聖堂内にもうけ、
これを書籍館と称した。前掲）３ p.269 
(16) 前掲）9 p.196 
(17) 以下文献は未見である。鏑木太郎,1998「学習結社としての「螢雪社」と「興揚社」につい
て」『ひかたの歴史と民俗』1号,大原幽学記念館干潟町歴史民俗研究会 1998.10 p.16-19 
(18) 前掲）12 p.373 
(19) 『古城村誌. 前編 (村史)』（古城村教育会編 古城村 1943）国立国会図書館デジタルコレ
クション（info:ndljp/pid/1042098）2018/3/3 確認 
(20) 千葉県図書館史編纂委員会,1968『千葉県図書館史』千葉県立中央図書館 p.78—79．昭和 10
年代に設置された館の館名、公私立区別、設置年月、設置場所、館長名の一覧があるが、古城
村はない。 
(21) 前掲）20 p.118 下線は筆者 
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(22)前掲)9 p.196 
(23) 新藤透,2017『図書館と江戸時代の人々』柏書房 p.174-177 
(24) 湯本豪一,1996『図説明治事物起源事典』柏書房 p.384-385 所収「帝国図書館に於て」「帝
国図書館尋常閲覧室」『風俗画報』第 218 号（明治 33 年 10 月 15 日） 
(25) 前掲)20 p.17−27 
(26)設置年は、天賞文庫が明治 30（1897）年、成田図書館が明治 34（1901）年、杜城図書館が明
治 36（1903）年。 
(27)前掲)20 ｐ.18 
(28) 前掲)20 ｐ.391 
(29)『成田図書館八十年誌』（成田図書館 1981）p.44 及び前掲 19）p.381 所収「成田図書館報
告第一」（明治三十五年六月）の石川僧正の巻頭言。 
(30) 昭和 25 年（1950）公布の図書館法から、公共図書館の利用に無料の原則が適用される。 
(31) 図書館振興のための県内５４市町村全ての公立図書館及び読書施設（公民館図書室等）から
なる任意団体。 
(32) 前掲 20）ｐ.26 
(33) 「多古町に待望の図書館 旧幼稚園を有効活用」『千葉日報』2016 年 5 月 19 日,p10 
 ((34) 九十九里町の小学校での絵本の読み聞かせ講習会に参加した保護者の弁。（平成 26 年筆者
車中にて聴取） 
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